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NO.36 
 
X 財と Y 財の２財について、所得変化及び価格変化が需要量に与える効果に関する次の記

述のうち妥当なのはどれか。 
 
１．X 財が下級財の場合には、その財の需要の所得弾力性は１よりも小さくなり、X 財と Y

財の間に描くことのできる所得・消費曲線は右上がりとなる。 
２．X 財、Y 財ともに上級財であり、両財が代替財の関係にある場合、X 財の価格が低下す

ると Y 財は代替効果によっても所得効果によっても需要量が減少するので、Y 財の全

部効果はマイナスとなる。 
３．X 財が下級財の場合、その財の価格が低下すると、代替効果により需要量が減少するが、

所得効果によって需要量が増加するので X 財の全部効果は２つの効果の大きさに応じ

てプラスの場合もマイナスの場合もある。 
４．X 財と Y 財が連関財の関係にある場合、X 財の価格が変化するとき Y 財の交差弾力性

がプラスの値を取るとすれば、両財は粗代替財の関係にあるといえる。 
５．X 財がギッフェン財であるとき、その財の価格が低下すると、代替効果による需要量の

減少が所得効果による需要量の増加を上回るので、X 財の全部効果はマイナスになる。 
 
 
正答 ４ 
 
１ 下級財の場合は所得弾力性は負ですね。いいですか、所得弾力性は所得が１％増加し

たときに需要は何％増加するかというものです。これが、１より小さくても正の値で

あれば上級財です。１を超えると上級財で、かつ奢侈品ということになります。また、

所得消費曲線は、左上がりですね。 
２ Y 財は上級財なので、所得効果によって需要量が減ることはありません。 
３ 価格が下がった場合は、代替効果は必ずプラスです。上級財でも下級財でも関係あり

ません。 
４ 正しいですね。連関財とは、要するに補完財か代替財のことです。交差弾力性とは X

財の価格が１％変化したときに Y 財の需要が何％変化するかというものです。これが

プラスの値を取るということは X 財の価格の変化と Y 財の需要の変化は同じ方向へ変

化するということになります。つまり X 財の価格が下落すると、Y 財の需要が減少す

るというものです。これは、両者がライバル関係つまり代替関係であることを示して

います。 
５ ギッフェン財であっても、価格が下がった場合代替効果はプラスに働きます。ギッフ

ェン財の特徴は下級財であって所得効果のマイナス分がとても大きいものを指します。 
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NO ３７ 
等産出量曲線が、ｘ＝Ｌ・Ｋ（L：労働投入量、K：資本投入量）で与えられているとす

る。労働の価格が２０、資本の価格が３０であり、企業の利用可能な費用総額が 1500 であ

るとき、この費用制約の下で 大の生産を得るためには、労働と資本をそれぞれ何単位投

入すればよいか。 
 
    労働     資本 
１  ２２．５    ３５ 
２  ３０      ３０ 
３  ３７．５    ２５ 
４  ４５      ２０ 
５  ５２．５    １５ 
 
 

正答 ３ 
この問題は要するに、ｘが 大になる L、K を求めればいいのです。MRTS＝価格比という

条件を使ってもいいし、代入して微分して０でも構いません。でも代入してやった方が計

算は楽です。 
まず、この企業の費用方程式は２０Ｌ＋３０Ｋ＝１５００です。 

これをＫについて解くと、 50
3
2

+−= LK となります。 

後はこれを、等量曲線（生産関数）に代入して ⎟
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となります。これで３と答えが出ますので K については計算しなくても構いません。気に

なるのでしたら費用方程式に代入してみてください。２５になります。 
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NO．３８ 
独占市場において、需要曲線がＰ＝－１８－２ｘ（Ｐ：価格、ｘ：生産量）、総費用が

で与えられているとき、均衡における限界収入の値はいくらか。 102 += xTC
 
１ ３ 
２ ５ 
３ ６ 
４ １２ 
５ １８ 
 
 
正答 ３ 
 
この問題が聞いているのは均衡における限界収入です。均衡とは何かというとこの独占企

業が利潤 大化で生産しているときの、産出量と価格です。この時の限界収入はいくらか

ということを聞いているわけです。ようするに MR=MC となるときの MR を答えればいい

わけです。 
さて、まず限界収入ですがこれは、TC をｘで微分すれば求められますね。 

x
dx

dTCMC 2==  

ではつぎに限界収入を求めてみましょう。独占市場ですから限界収入は生産量によって全

部違います。総収入を生産量で微分して求めるほかありません。 
まず総収入 TR＝Ｐ×ｘ＝ ( )  です。 2218218 xxxx −=−

限界収入は x
dx

dTRMR 418 −==  

MR＝MC より１８－４ｘ＝２ｘ つまり、ｘ＝３となります。この時の限界収入は 
MR＝１８－４×３＝６となります。 
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NO． ３９ 
 
ある国のマクロ経済が次のように与えられているとする。 
国民所得    Y＝C＋I＋Ｇ 
消費関数    Ｃ＝１２０＋０．７５Ｙ 
今期の投資   I＝２００ 
今期の政府支出 Ｇ＝１８０ 

 
この経済において、来期の投資が今期より３０増加する場合、来期の国民所得を今期よ

り１０％増加させるためには、来期、政府支出をどれだけ増加させればよいか。 
  
１ ２０ 
２ ２５ 
３ ３０ 
４ ３５ 
５ ４０ 
 
正答 １ 
まず、今期の国民所得を求めましょう。 
Ｙ＝１２０＋０．７５Ｙ＋２００＋１８０ 
０．２５Ｙ＝５００ 
Ｙ＝２０００ 
さて、ここで、来期には国民所得を１０％つまり２００増加させたいわけです。この時

投資は３０増加していますので投資乗数より国民所得は 12030
75.01

1
=×

−
=ΔY 増加し

ます。ですから、２００－１２０＝８０分を政府支出の増加で補えばいいことになります。

政府支出乗数は GY Δ
−

=Δ
75.01

1
より GΔ= 480  

ΔＧ＝２０つまり、政府支出は２０増加すればいいことになります。 
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NO．４０ 
貨幣供給の理論に関する次の記述のうち、妥当なのはどれか。 
１ 預金準備率を２０％とすると、本源的預金が１０００万円増加した場合、信用創造に

より本源的預金を含めた預金総額の増加額は８０００万円となる。 
２ 民間銀行の貸し出しの増加は、ハイパワードマネーを増加させるので、それによって

マネーサプライが増加することになる。 
３ 預金準備率を２０％、公衆の現金・預金比率を３０％とすると、ハイパワード・マネ

ーの１億円の増加は、マネーサプライを５億円増加させる。 
４ 中央銀行は、預金準備率と公衆の現金・預金比率のコントロールを通じて、マネーサ

プライをコントロールすることができる。 
５ 預金準備率を５％、公衆の現金・預金比率を２０％とすると、貨幣乗数の値は４．８

となる。 
 
正答 ５ 
１ １０００万円現金の預金が増加した場合、準備率が２０％であれば、信用創造分も含

めた預金を５０００万円増加させられます。預金を５０００万増加させたとき、２０％

つまり１０００万円の新たな支払準備金が必要とされますが、それは今、現金として

入ってきたから準備可能です。 
２ ハイパワードマネーは、現金です。民間銀行は信用創造によって現金を増加させるこ

とはできません。ちなみに信用創造によって預金通貨が増えればマネーサプライは確

かに増加します。 
３ これは通貨乗数の問題ですね。当てはめて考えてみましょう。 

  H
D

R
D

C
D

C
M Δ

+

+
=Δ

1
 いいですか、Ｃ／Ｄは現金預金比率、Ｄ／Ｒは支払準備率、

M はマネーサプライ、H はハイパワードマネーです。 

6.216.21
2.03.0

13.0
=×=×

+
+

=ΔM  つまり、２．６億円増加します。 

４ 中央銀行は預金準備率はコントロールできますが、公衆の現金・預金比率はコントロ

ールできません。人々が自分のお金をどういった割合で現金と預金で持とうとするか

は公衆の効用、つまり無差別曲線によって決まるからです。 

５ HHM Δ=Δ
+
+

=Δ 8.4
05.02.0
12.0

 です。 

 
 
 



2005 国Ⅱ経済 

NO．４１  
政府と海外部門を捨象したマクロ経済モデルが次のように与えられている。 
Ｃ＝３０＋０．６Ｙ 
I＝２０－２i 
Ｌ＝０．２Ｙ－４i 

PP
M 400

=  

 

Y：国民所得、C：消費、 I：投資、 i：利子率、 L：貨幣需要、 :
P
M

実質貨幣供給

量、 P：物価 
 

この経済の総供給関数が、 YP
6
1

= で与えられるとすると、総需要曲線と総供給曲線の均衡

点における、国民所得と物価水準はいくらになるか。 
   国民所得     物価水準 
１    ６０       １０ 
２   １２０       ２０ 
３   １８０       ３０  
４   ２４０       ４０ 
５   ３００       ５０ 
 
正答 ２ 
この問題では、総供給曲線は分かっていますから、総需要曲線（AD）を求めることが大切

になります。AD は財市場と貨幣市場を同時に均衡させる、物価 P と Y の組み合わせです。

ですからまず問題から IS 曲線を求めましょう。Y＝C＋I より 
Y＝３０＋０．６Ｙ＋２０－２i 
０．４Ｙ＝５０－２i  です。IS 
つぎに LM を求めましょう。 

L
P
M

= より 

iY
P

42.0400
−=  となります。LM 

さてこの２つからどうやって、AD 曲線を求めたらよいでしょうか。AD 曲線はこの２つの

式を同時に成り立たせる P と Y の関係です。ですから、この両方の式から i を消してやれ

ば P と Y だけの関係になります。IS より、２i＝５０－０．４Ｙです。これを LM に代入
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すると YY
P

8.01002.0400
+−=  

100400
−= Y

P
 これが AD 曲線です。あとは YP

6
1

= より 100

6
1
400

−= Y
Y

 

1002400
−= Y

Y
 

YY 1002400 2 −=  

( )( ) 020120
024001002

=+−
=−−

YY
YY

 

Ｙは正の数ですから１２０となります。これで答えは出ましたが、念のためにＰも求める

と、 YP
6
1

= より、Ｐ＝２０となります。 

 
NO．４２ 
ある小国において、X 財の国内需要曲線が 
Ｐ＝１００－２Ｑ Ｐ：価格、Q：数量 であらわされ、X 財の国内供給曲線が 
Ｐ＝Ｑ＋１０ で表されるとする。ただし、X 財の国際価格は２０であり、自由貿易が行わ

れている。このとき、この小国の政府が X 財１単位あたりに１０の関税をかけたとき、政

府の関税収入はいくらになるか。 
 
１ １００ 
２ １５０ 
３ ２００ 
４ ２５０ 
５ ３００ 
 
正答 ２ 
まず、この財の国際価格が２０であることより、この国には価格２０で海外から財が輸入

してくることになる。しかし、政府が１０の関税をかけたことより国内には行って来たと

きの価格は３０になります。では、価格３０でどれだけ需要があるのでしょうか。需要曲

線より、３０＝１００－２Ｑ Ｑ＝３５です。では、価格３０でどれだけ国内の業者は供

給するのでしょうか？供給曲線より３０＝Ｑ＋１０ Ｑ＝２０です。つまり３５の需要が

ありながら、国内では２０市価供給できないわけです。その差の１５が輸入ということに

なります。輸入１単位あたり１０の関税ですから１０×１５＝１５０が関税収入になりま

す。 
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